




















































分けて 2 週で 1 章を進める形で学習を行ってきました。さらに今まではフィンランド語の本を読
めるようになることを目標に文法のみを学んできましたが、後期からは毎週いくつかの日常会
話で使える言葉や挨拶なども覚え、よりフィンランド語に親しめるよう工夫をしています。











県大手話の会  7 か月、手話を勉強して
教育福祉学部 社会福祉学科 岡島 麻鈴
県大手話の会のメンバーは 2014 年 1 月現在で 15 人、社会福祉学科、国際関係学科の学
生を中心に、毎週火曜日、3 限目の時間を使って活動しています。
勉強の内容としては、前期は指文字（日本語の五十音を手話に対応させたもの）や数字の表
現を覚えたあと、後期からは研究会からのサポートで買っていただいたテキスト『ゼロからわか
る手話入門』を使用し、あいさつや自己紹介の表現を覚えたり、自分のことを手話で紹介したり
などしました。また、NHK で放送されている番組『みんなの手話』を見て映像内の会話表現を
覚えたり、特集コーナーを見て手話や聴覚障がい者に関することを勉強したりしていきました。
勉強会を始めるまで手話を知らなかったメンバーがほとんどですが、5 月からの活動以来全員
が自己紹介（名前、年齢、家族など…）をできるようになりました。手話の勉強をする際も、一つ
の単語の成り立ち（「どうしてそういう表現をするのか？」「この手話は何を表しているのか？」）
ということを考えたり、単語を効果的に覚えるためにオリジナルの覚え方を編み出したりなど創
意工夫をしながら楽しく勉強を進めていきました。
手話に関する資格ですが、今年度は受験していません。
来年度の活動に関しては一切未定ですが、活動の機会があれば引き続き勉強を続け、手
話や聴覚障がい者に関して理解を深めていきたいと思います。
最後になりましたが、高等言語研究所の皆さん、そして勉強場所の提供をしていただいたり、
手話に関係する情報をたくさん教えていただいたりと様々な面から手助けしていただいた、国
際関係学科の亀井信孝先生に心から感謝しています。ありがとうございました。
